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・図書館資料費（各年度実績）（棒グラフ） 単位：百万円

年度 8 14 15 16 17 18
国立大学 21,960 23,379 23,726 21,937 21,158 21,167
公立大学 4,366 4,260 3,995 3,928 3,564 3,727
私立大学 45,111 47,145 49,416 56,720 48,979 49,791
合計 71,437 74,785 77,137 82,585 73,700 74,685

・図書館運営費（各年度実績）　（折れ線グラフ） 単位：百万円

年度 8 14 15 16 17 18
国立大学 25,179 24,383 22,848 22,381 21,405 20,659
公立大学 5,498 6,466 5,887 5,448 4,800 4,985
私立大学 69,611 67,314 67,146 77,576 71,903 62,819
合計 100,284 98,163 95,880 105,405 98,108 88,463

図書館資料費及び図書館運営費
（出典：学術情報基盤実態調査）

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

8 14 15 16 17 18
年度

百万円

国立大学

公立大学

私立大学

国立大学

公立大学

私立大学

27



・大学総経費に占める図書館資料費の割合（各年度実績）（棒グラフ） 単位：％

年度 8 14 15 16 17 18
国立大学 1.1 1.1 1.1 1.0 0.8 0.9
公立大学 1.9 1.5 1.4 1.4 1.2 1.2
私立大学 1.7 1.5 1.6 1.7 1.4 1.3
合計 1.5 1.4 1.4 1.4 1.2 1.2

・大学総経費に占める図書館運営費の割合（各年度実績）　（折れ線グラフ） 単位：％

年度 8 14 15 16 17 18
国立大学 1.3 1.2 1.1 1.0 0.9 0.9
公立大学 2.4 2.3 2.0 1.9 1.7 1.7
私立大学 2.6 2.2 2.2 2.3 2.1 1.7
合計 2.1 1.8 1.8 1.8 1.6 1.4

大学総経費に占める図書館資料費及び図書館運営費の割合
（出典：学術情報基盤実態調査）
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・総利用可能種類数（年度末日現在）　（棒グラフ） 単位：種類
年度 13 14 15 16 17 18

国立大学 171,422 340,012 424,843 504,356 555,702 623,420
公立大学 6,479 27,405 35,613 38,986 65,561 79,591
私立大学 141,826 229,129 389,647 683,810 922,076 1,234,319
合計 319,727 596,546 850,103 1,227,152 1,543,339 1,937,330

・平均利用可能種類数（年度末日現在）　　（折れ線グラフ） 単位：種類
年度 13 14 15 16 17 18

国立大学 1,732 3,505 4,883 5,797 6,387 7,166
公立大学 86 361 463 534 863 1,047
私立大学 277 436 716 1,230 1,615 2,114
合計 466 853 1,201 1,714 2,103 2,593

※種類数はいずれも延べ数

電子ジャーナルの総利用可能種類数と平均利用可能種類数
（出典：学術情報基盤実態調査）

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

13 14 15 16 17 18

種類

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000 種類

国立大学

公立大学

私立大学

国立大学

公立大学

私立大学

29



・総経費（年度末日現在）　（棒グラフ） 単位：千円
年度 16 17 18

国立大学 3,073,447 4,623,423 6,040,396
公立大学 241,746 286,427 496,134
私立大学 2,882,693 4,165,488 5,633,131
合計 6,197,886 9,075,338 12,169,661

・平均経費（年度末日現在）　　（折れ線グラフ） 単位：千円
年度 16 17 18

国立大学 35,327 53,143 69,430
公立大学 3,312 3,769 6,528
私立大学 5,185 7,295 9,646
合計 8,656 12,364 16,291

（注）本件調査は平成16年度より実施

電子ジャーナルに係る総経費と平均経費
（出典：学術情報基盤実態調査）
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・洋雑誌の総購入種類数（年度末日現在）　（棒グラフ） 単位：種類
年度 13 14 15 16 17 18

国立大学 138,028 131,472 126,968 112,501 99,381 90,869
公立大学 20,910 20,376 19,461 18,489 17,688 17,050
私立大学 218,815 208,532 212,280 196,092 190,089 176,576
合計 377,753 360,380 358,709 327,082 307,158 284,495

・洋雑誌の平均購入種類数（年度末日現在）　　（折れ線グラフ） 単位：種類
年度 13 14 15 16 17 18

国立大学 1,394 1,355 1,459 1,293 1,142 1,044
公立大学 279 268 253 253 233 224
私立大学 427 396 390 353 333 302
合計 551 516 507 457 418 381

※種類数はいずれも延べ数

洋雑誌の総購入種類数と平均購入種類数
（出典：学術情報基盤実態調査）
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・洋雑誌の総購入経費（年度末日現在）　（棒グラフ） 単位：百万円
年度 13 14 15 16 17 18

国立大学 11,190 12,020 12,000 9,713 7,082 6,498
公立大学 1,512 1,677 1,707 1,554 1,317 1,245
私立大学 15,110 15,647 16,477 22,163 14,638 14,371
合計 27,812 29,344 30,183 33,431 23,037 22,113

・洋雑誌の平均購入経費（年度末日現在）　　（折れ線グラフ） 単位：千円
年度 13 14 15 16 17 18

国立大学 113,030 123,921 137,927 111,648 81,404 74,685
公立大学 20,159 22,064 22,165 21,294 17,324 16,378
私立大学 29,511 29,747 30,288 39,861 25,635 24,607
合計 40,542 41,980 42,631 46,691 31,385 29,602

洋雑誌の総購入経費と平均購入経費
（出典：学術情報基盤実態調査）
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オープンアクセスに関する声明 

～ 新しい学術情報流通を目指して ～ 
    平成 21年 3月 16日 

国立大学図書館協会 
 
 学術研究成果への自由なアクセスは、学術研究推進の不可欠の要素であると共に、今

後の科学や社会の発展の基盤である。そして、大学図書館は、紙媒体とデジタル媒体の

学術情報の収集・整理・提供を行うことで、学術の発展と社会の進歩に寄与することを、

その重要な使命と認識している。そのため、国立大学図書館協会は、オープンアクセス

への支持と促進を強く訴えるものである。 
 1990 年代から、情報のデジタル化とインターネットが急速に普及することにより、
学術情報流通を生産者である研究者の主導のもとに取り戻し、人類の共通資産とするオ

ープンアクセス運動が起こった。オープンアクセスとは、2002 年のブダペスト宣言で
も確認されているように、「インターネット上で論文全文を公開し、無料で自由にアク

セスできる」ことである。オープンアクセス実現のため、これまでに関係者が様々な運

動を行ってきた。一方、大学図書館でも、オープンアクセスに対応するため、学術機関

リポジトリの整備等に努めている。しかし、オープンアクセスは、多くの関係者の協同

で成り立つものである。 
 このような状況に鑑み、国立大学図書館協会は、新しい学術情報流通を支えるため、

オープンアクセスの実現に向けて、すべての関係者に以下の呼びかけを行うものである。 
 
■政府及び公的助成機関へ 

 １ 公的助成を受けた研究成果のオープンアクセスの促進に必要な政策を進める。 
 ２ 文化遺産のデジタルデータと研究データのオープンアクセスを促進する。 
■研究者へ 

 １ 自らの研究成果を広く国民に公開するためオープンアクセスへの支持と協力を行う。 
 ２ 学術機関リポジトリへのセルフアーカイビングに努める。 
 ３ 自らの研究成果の著者としての権利、つまり、自らの論文を教育・研究目的又は非

営利目的で使用する権利を留保するように努める。 
■大学・研究機関へ 

 １ 所属する研究者の研究成果のオープンアクセスの促進を支援する。 
 ２ 所属する研究者の研究成果の発信機能（学術機関リポジトリ）の整備に努める。 
■学協会へ 

 １ 所属する研究者の研究成果を広く国民に公開するためオープンアクセスへの支持と

協力を行う。 
 ２ 自らが出版した雑誌に関して，論文の公開制限（エンバーゴ）期間の短縮と学協会

版の論文の学術機関リポジトリへの提供等を通してオープンアクセスを推進する。 
■出版社へ 

 １ オープンアクセスへの理解とその実現への協力を促進する。 
 ２ 著者の権利を尊重し、出版に必要な権利のみを著者に求め、研究成果の活用を促進

すること。 
 ３ 論文の公開制限（エンバーゴ）期間の短縮と出版社版の論文の学術機関リポジトリ

への提供等を通してオープンアクセスを推進する。 
■大学図書館へ 

 １ 図書館利用者やその他の関係者に対し、オープンアクセスへの支持と協力を呼びか

けると共に、教員や研究者と協力してオープンアクセスを推進する。 
 ２ オープンアクセス及び大学からの研究成果の発信源として、学術機関リポジトリの

整備に努める。 
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学
協

会
誌

+紀
要

で
約

32
5万

論
文

の
本

文
情

報
に

ア
ク

セ
ス

可
– 

前
身

の
N

A
C

S
IS

-E
LS

開
始

以
来

10
年

間
で

蓄
積

– 
C

iN
ii提

供
の

書
誌

情
報

(1
,2

00
万

件
)の

約
3割

月
間

15
0万

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド
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学
会

誌
・
論

文
誌

 
雑

誌
数

無
料

一
般

公
開

数 (*
1)

初
号

か
ら

電
子

化
し

て
い

る
雑

誌
数

 (
*2

)
無

料
一

般
公

開
数 (*
3)

研
究

会
資

料
・
技

術
報

告
 

雑
誌

数

人
文

科
学

10
0 

46
 

(4
6%

)
76

 
(7

6%
) 

36
   

(4
7%

)
19

 

法
学

4 
4 

(1
00

%
)

3 
(7

5%
) 

3 
 

(1
00

%
)

1 

経
済

学
26

 
17

(6
5%

)
17

 
(6

5%
) 

11
(6

5%
)

3 

理
学

10
1 

51
(5

0%
)

73
 

(7
2%

) 
36

(4
9%

)
58

 

工
学

29
6 

14
1

(4
8%

)
19

5 
(6

6%
) 

11
0

(5
6%

)
21

2 

農
学

72
 

53
(7

4%
)

53
 

(7
4%

) 
35

(6
6%

)
27

 

医
学

11
5 

84
(7

3%
)

77
 

(6
7%

) 
61

(7
9%

)
22

 

小
計

71
4 

39
6

(5
5%

)
49

4 
(6

9%
)

29
2

(5
9%

)
34

2

大
学

研
究

紀
要

5,
52

6 
*1

: 学
会

誌
・
論

文
誌

の
う

ち
無

料
一

般
公

開
し

て
い

る
雑

誌
数

と
そ

の
割

合

*2
: 学

会
誌

・
論

文
誌

の
う

ち
初

号
か

ら
電

子
化

し
て

い
る

雑
誌

数
と

そ
の

割
合

*3
: 初

号
か

ら
電

子
化

し
て

い
る

雑
誌

の
う

ち
無

料
一

般
公

開
し

て
い

る
雑

誌
数

と
そ

の
割

合

平
成

20
（
20

08
）
年

9月
末

現
在

合
計

6,
58

2 (参
考

) 
N

II-
E
L
S
:分

野
別

収
録

雑
誌

数
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（
参

考
）

 国
際

学
術

情
報

流
通

基
盤

整
備

事
業

（
SP

A
R

C
 J

ap
an

 ）

問
題

点

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
化

の
支

援

大
学

図
書

館
へ

の
販

売
支

援

国
際

化
支

援
、

国
際

連
携

の
推

進

生
物

系
パ

ッ
ケ

ー
ジ

U
n
iB

io
 P

re
ss

の
誕

生

支
援

内
容

成

国
際

学
術

情
報

流
通

基
盤

整
備

事
業

評
議

会

国
立

大
学

図
書

館
協

会
私

立
大

学
図

書
館

協
会

科
学

技
術

振
興

機
構

果

日
本

の
学

術
雑

誌
の

国
際

的
知

名
度

が
低

く
、

国
際

的
流

通
が

不
十

分

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

普
及

に
も

か
か

わ
ら

ず
電

子
ｼ
ﾞｬ

ｰ
ﾅ

ﾙ
化

が
進

ん
で

い
な

い

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
化

さ
れ

て
い

る
雑

誌
で

も
大

学
図

書
館

等
へ

の
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

が
で

き
て

い
な

い

・
編

集
・
査

読
の

国
際

化
支

援
・Ｓ

Ｐ
Ａ

Ｒ
Ｃ

等
海

外
機

関
と

の
連

携

・
編

集
工

程
の

電
子

化
支

援
・
J-

ST
A

G
E等

に
よ

る
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

発
行

支
援

・
サ

イ
ト

ラ
イ

セ
ン

ス
契

約
の

支
援

・
分

野
別

パ
ッ

ケ
ー

ジ
化

の
推

奨

携
連

援
支

米
国

SP
A

R
C

欧
州

SP
A

R
C

連
携

大
学

図
書

館
等

と
の

電
子

ジ
ャ

ー
 

ナ
ル

購
読

契
約

数
学

系
ジ

ャ
ー

ナ
ル

へ
の

 
P

ro
je

c
t 

E
u
c
lid

の
紹

介

目
標

一
流

の
国

際
学

術
雑

誌
を

育
 

て
、

日
本

か
ら

の
研

究
成

果
の

 
海

外
発

信
を

強
化

す
る

学
協

会
の

電
子

的
出

版
活

動
 

の
促

進
と

日
本

の
学

術
雑

誌
 

の
国

際
的

評
価

の
確

立

日
本

の
学

術
論

文
の

約
８

０
％

が
海

外
雑

誌
に

流
出

し
て

い
る

。

日
本

を
代

表
す

る
英

文
学

会
誌

を
選

定

学
術

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

変
革
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（
参

考
）

 J
-
S
T
A

G
E
・
J
o
u
rn

al
@

rc
h
iv

e
（
参

考
）

 J
-
S
T
A

G
E
・
J
o
u
rn

al
@

rc
h
iv

e

F
R

E
E

7
5.

7
%

一
部

ま
た

は
全

て
認

証

24
.3

%

欧
文

誌

3
7
.0

%

和
欧

混
在

誌

4
3
.7

%

和
文

誌

1
9
.2

%

我
が

国
の

研
究

開
発

活
動

の

基
盤

を
成

す
学

協
会

に
対

し
、

ジ
ャ

ー
ナ

ル
の

電
子

化
・
発

信
を

支
援

学
会

誌
事

務
局

の
支

援
投

稿
者

の
支

援

電
子

査
読

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
作

成
支

援

投 稿 ・ 査 読 ・ 審 査

編 集 ・ 制 作

過
去

の
雑

誌
を

創
刊

号
か

ら
電

子
化

予
稿

集
・
報

告
書

 
約

15
0誌

電
子

化
デ

ー
タ

作
成

（
P
D
F
）

検
索

用
デ

ー
タ

の
整

備
・

リ
ン

ク
の

整
備

・
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

本
文

PD
F・

電
子

付
録

（
カ

レ
ン

ト
分

）
約

55
0誌

、
7年

分
程

度

創
刊

号
ま

で
遡

り
、

50
0誌

を
電

子
ア

ー
カ

イ
ブ

化
・
公

開

（
過

去
分

）

電
子

投
稿

現
在

1
0年

前

5
0年

前

1
00

年
前

H
20

年
度

ま
で

70
0誌

デ
ー

タ
作

成
支

援

J-
ST

A
G

E
論

文
の

投
稿

か
ら

査
読

、
公

開
ま

で
を

一
貫

し
て

電
子

的
に

支
援

※
利

用
学

協
会

数
 約

54
0学

協
会

（
平

成
21

年
4月

現
在

）
J-

S
TA

G
E

登
載

誌

閲
覧

方
式

別
割

合

(平
成

21
年

4月
現

在
)

J-
S

TA
G

E
登

載
誌

言
語

別
割

合

(平
成

21
年

4月
現

在
)

Jo
ur

na
l@

rc
hi

ve
重

要
な

論
文

誌
を

創
刊

号
か

ら
電

子
化

す
る

こ
と

で
我

が
国

の
知

的
資

産
の

保
存

と
流

通
促

進
を

図
る

※
平

成
23

年
度

ま
で

に
50

0誌
を

ア
ー

カ
イ

ブ
予

定
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